



















   
1）　 本稿は，2018 年 12 月 13 日に韓国・ソウルで行われた第 13 回ソウル国際老年学シンポジウム
のために用意した報告内容を取りまとめたものである．




　日本の高齢化率は 2017 年 10 月現在で 27.7％をしめ，世界のトップを走って
いる．しかしそれ以上に深刻な問題が少子化である．高齢化率の上昇に反し
て，生産年齢人口（15 歳以上 60 歳未満）が縮小しているだけでなく，少子化
率（15 歳未満人口比率）が年々縮小し，2017 年 10 月現在で 12.3％となってい
る（図 1－ 1，図 1－ 2）．
　高齢者は増える一方だが，それを支える次世代が再生産されていない．2016
年の日本の期間合計特殊出生率は 1.44 である．1973 年以降，出生数は順次減
















ベビーブーマー（「団塊の世代」，1947 ～ 49 年生まれ）は日本で年間に最もた












図 2で第 2次ベビーブーマーの出産時期であるはずの 2000 年代前後を見ると，
本来あるはずの第 3次ベビーブームが生じていない．それどころか，第 2次ベ
ビーブームを頂点（1973 年）に出生数は年々下がり続けてきた．期間合計特
殊出生率を見ても，第 2次ベビーブーム期には 2.14（1973 年）あったものが，
2007 年には 1.26 まで落ちている（なお数値だけでいえば，その後，2016 年の
1.44 まで回復するも，2017 年からは再び下降している）．
　つまりこういうことになる．第 2次世界大戦後の 1940 年代後半の第 1次ベ
ビーブームはその 65 年後の 2010 年代の急速な超高齢社会の原因となった．し






しも，2015 年現在の人口 1億 2,709 万人に対し，出生低位推計では 2049 年に







　日本の地域別（都道府県別）の戦後の人口推移パターン（1945 年～ 2000 年
まで）は，大きく 3つに分けることができる（表 1，図 4）．
1） 一貫して上昇を続けてきた／（スラッシュ）型がある．東京都他首都圏お
よび各地の主要大都市を抱える府県である．









移パターン 北海道 東北 関東 北陸 中部 関西 中国 四国 九州
　'50 '60 '70 '80　




パターンⅡ ↑ ↓ ↑ ↑ 福島 茨城 石川 三重 滋賀 岡山 香川 福岡
栃木 本熊梨山井福
群馬 長野
パターンⅢ ↑ ↓ ↑ ↓ 賀佐島徳取鳥手岩
a)1960年頃 秋田 島根 愛媛 長崎
がピーク 山形 山口 高知 大分
鹿児島
b)1980年頃 青森 新潟 崎宮山歌和
がピーク 富山




















































































































　日本の地方政策を，おおきく（1）1960 年代から 80 年代まで，（2）90 年代
から 00 年代前半，（3）00 年代後半以降にわけて見ていく．まずは（1）と（2）
について記述する．
（1）過疎／過密の進行とその対策：1960 年代から 80 年代まで















































　④そして世代間関係としては，1989 年に「高齢者保健福祉推進 10 ヵ年戦略」
（ゴールドプラン）が策定され，計画的な高齢社会への対応がはじまる．この
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